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ム ギ ダ ニ の 発 生 生 態 と 防 除 法

は じ め に

ム ギ ダニ (Penl，加le附 major) は ， 日 本国 内 で は北海

道か ら 九州 ま で分布 し ， ム ギ類や牧草 な ど の イ ネ 科作物

を 中心 に寄生， 加害す る 。 最近の ム ギ類 に お け る 発生面

積推移 は， 1994 年 1 ， 747 ha， 1995 年 2 ， 848 ha， 1996 年

2 ， 783 ha， 1997 年 4 ， 536 ha， 1998 年 2 ， 340 ha で， 大 き

な被害 は 認 め ら れ て い な い。 し か し ， 1984 年 に は埼玉

県 で コ ム ギ に 実害が発生 し た (村上 ら ， 1985) 。 そ の後，

栃木県那須地方で は オ ー チ ヤ ー ド グ ラ ス の永年牧草地で

多発 し， 1989 年 に は 西那須野町 の イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ

ス 主体 の 牧草地約 10 ha で被害が発生 し た (神 田 ら ，

1990) 。 さ ら に ， 1995 年以降， 福 島 県 の牧草地帯， さ ら

に青森県の牧草地で も 被害が発生 し て い る 。

こ こ で は， 1984 年 に 埼玉 県 で コ ム ギ に 発生 し た 被害

の調査事例 を 含 め ， ム ギ類 に お げ る 発生生態 と 防除法 に

つ い て 述べ， 参考 に供 し た い。

I 形 態

雌 は ， 胴長 0 . 75.......0 . 9 mm で， 胴部 は燈赤色であ る 後
胴体部 の背面正中部 を 除 い て 黒色で， 顎体部 と 脚 は糧赤

色であ る (江原 ら ， 1975) 。

E 寄 主 植 物

ム ギ ダニ は コ ム ギ， オ オ ム ギ， ラ イ ム ギ な ど ム ギ類，

ケ ン タ ッ キ ー ブルー グ ラ ス ， ペ レ ニ ア ル ラ イ グ ラ ス ， ク

ロ ー パ 一 類 の 飼料作物， ジ ャ ガ イ モ ， レ タ ス ， エ ン ド
ウ ， ラ ッ カ セ イ ， ワ タ な ど に 寄 生 す る (NARAYAN，

1962) 。 さ ら に ， 多発園場 の 周 辺 で は キ ャ ベ ツ ， ラ ッ キ
ヨ ウ ， ホ ウ レ ン ソ ウ ， フ ユ ナ な ど の野菜類 と ハ コ ベ， ナ

ズ ナ な ど の雑草 も 寄生 ・ 加害す る (神田 ら ， 1990) 。

皿 生 殖 と 卵

ム ギ ダニ は単為生殖を行 う 。 し か し ， 雄成虫 も ご く わ

ずか な が ら 確認 さ れて い る (江原 ら ， 1975) 。
産卵量 は， コ ム ギ を 餌 と し た 場合 で は 48 . 2 卵 (飼育
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温度 : 130C) (神田， 1988) ， ラ ジ ノ ク ロ ーパ を餌 と し た

場合で は 117 . 9 卵 ( 同 120C) (神 田 ， 1993) と 報告 さ れ

て い る 。 し た が っ て ， 産卵量 は餌 な ど の 条件 に よ っ て相

違す る と 推察 さ れ る 。

ム ギ ダニ は， 休眠卵 (越夏卵) で夏 を 過 ごす。 越夏卵

は 10 月 上~中句 に ふ化す る 。

休眠卵の覚醒 に は 夏季の 高温， 20.......30oCの温度が必要

で， 休眠覚醒時期 は 8 月 下旬頃で あ る 。 し か し ， 高温 に

遭遇す る と い つ で も 覚醒す る わ け で は な い 。 ま た ， 休眠

卵 は 3 月 中旬以降， 産下 さ れ る よ う に な り ， 4 月 下旬 以

降 は休眠卵の みが産下 さ れ る 。 し た が っ て ， 第 1 世代成

虫の産む卵 は す べ て 非休眠卵で， 第 2 世代成虫では 3 月

上旬 ま で大部分が非休眠卵で， そ の後， 休眠卵 の割合が

増加す る (板垣， 1996) 。
卵の発育零点 は 1 . 30C， 有効積算温度 は 207 日 度 で あ

る 。 ま た ， ふ化か ら 成虫 ま で は 発育零点 O . アC， 有効積

算温度 198 日 度で あ る (神田， 1993) 。

w ム ギ ダニ の行動 に 及 ぽ す 光 ・ 温度の

影響

ム ギ ダニ は， 日 中， 光 と 高温 を 避 け て 土壌 中 に潜み，

夜間活動す る 。

図-1 に 12 月 20 日 か ら 21 日 に か け て ， コ ム ギ葉上で

の ム ギ ダニ の活動状況 と 地表面の照度 の 関係 を 示す。 活

動数 は， 夕刻， コ ム ギ睦 聞 の 地表面照度 が 10 ， 000 1x を

下 回 る と 増 加 し 始 め た 。 ま た ， 朝， 地 表 面 照 度 が

10 ， 000 1x を超 え る と 葉上 に 認 め ら れ る 個体数 は減少 し

始 め た 。 次 に ， 図ー2 に ム ギ ダ ニ の 活動数 と 地表面 の 温

度 に つ い て 示す。 コ ム ギ葉上での活動数 は地表面温度が
20C を下回 る と 減少 し始 め ， OOC を 上回 る と 増加 し 始 め る

傾 向 が認 め ら れ た 。 ま た ， 同様 の 調査 を 4 月 9 日 か ら
10 日 に か け て 行 っ た 結果 で は ， 地表面照度 が 12 ， 000 1x

を下回 る と 活動数 は増加 し 始 め た 。 し か し ， 温度 は最低

50Cで， 温度 に よ る 活動の抑制 は 顕著 で は な か っ た 。 し

た が っ て ， ム ギ ダニ は ， 明 る さ と し て 照度 10 ， 000 1x，

温度 0.......20Cが行動 の 開始点 あ る い は 停止点 で あ る と 推
察 さ れ る 。 活 動 適 温 は 50C前 後....... 120C前 後 で あ る (神
田， 1993) 。
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調査時刻

図 - 1 ム ギ ダニ の活動数 と 地表面照度の関係

調査月 日 : 1989 年 12 月 20-21 日 .
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図 - 2 ム ギ ダニ の 活動数 と 地表面温度 の関係

調査月 日 : 1989 年 12 月 20-21 日 .
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図 - 3 イ ネ 後栽培 コ ム ギ踊場 に お け る ム ギ ダニ 密度 の 推移

調査地 : 埼玉県熊谷市玉井、 コ ム ギ播種時期 : n 月 第 l 半句.
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世代成虫 は 4 月 上句 か ら 出現 し ， 年 3 世代経過す る (板
垣， 1996) 。

図-3 に イ ネ 後栽培の コ ム ギ 圃場 に お け る ム ギ ダニ の

生息密度推移 を 示 し た 。 年 次 に よ り 変動 は 認 め ら れ た

が， お お む ね 1�2 月 お よ び 4 月 に 生息密度 の 上昇が認
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長

夏 を休眠卵 (夏眠卵) で過 ご し た ム ギ ダニ は， ム ギ類

の矯種前の 10 月 上~中旬 に ふ 化 す る 。 第 1 世代成虫 は
10 月 末�11 月 上旬， 第 2 世代 成 虫 は 1 月 中 旬 頃， 第 3
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図 - 4 ム ギ ダニ の闘場内分布

調査地 : 埼玉県熊谷市新島， 調査年 1984 
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め ら れた 。 ま た ， 4 月 の 密度上昇 は 1�2 月 に 比 べ て 顕

著であ っ た。 し た がっ て， イ ネ 後栽培の コ ム ギ圃場で は

コ ム ギ発芽後 に 侵入 す る の が第 l 世代， 1�2 月 が第 2

世代， 4 月 が第 3 世代 で あ る と 推察 さ れ る 。

図-4 に 示 し た と お り ， イ ネ 後栽培 の コ ム ギ 圃 場 で は

畦畔付近で生息密度が高 く ， 圃場内部で低い傾向が認め

ら れた 。 ま た ， コ ム ギの被害度 は生息、密度 と 比例関係が

認め ら れ， 圏場周辺部で高 く ， 内部で低か っ た。

牧草地では被害の著 し い部分 は闘場 に よ っ て 異な り ，

圃場中央部であ る 場合 も あ り ， イ ネ後栽培の コ ム ギ圃場

の よ う に 周 辺部で被害が激 し く ， 内部で少な い傾向 は認

め ら れ て い な い ( 神 田 ら ， 1990) 。 し た が っ て ， イ ネ 後

栽培の コ ム ギ圃場では夏季 に 水 田化 さ れ る た め， 圃場内

で生活環 を完了 で き ず畦畔でふ化 し た後， 圃場内部へ と

コ ム ギ を加害 し な が ら 移動す る と 推定 さ れ る 。

コ ム ギ 圃 場 内 での生息分布刊

2 .5  

踏圧 (麦踏み) は生息密度の低減に効果があ り ， 表-1

に 示 し た と お り ， PAP 粉剤散布 と 同 等 の効果が認め ら

れた。 踏圧 に よ る 防除効果 は， 2 月 頃 の 生息密度 の 高 い

時期で高 い傾向が認め ら れた 。

表ω2 に 薬剤 に よ る 防除効果試験結 果 を 示 す 。 イ ソ キ
サ チ オ ン， ダ イ ア ジ ノ ン， マ ラ ソ ン， EPN， MEP， 

PAP， XMC の各粉剤で防除効果が認 め ら れた 。 ま た ，

ダ イ ア ジ ノ ン ， チ オ メ ト ン， MEP 各乳剤お よ び イ ソ キ

サ チ オ ン 微 粒 剤， ダ イ ア ジ ノ ン 粒 剤 お よ び 微 粒 剤，

PAP 微 粒 剤 で も 防 除 効 果 が 認 め ら れ た (村 上 ら ，

1 988) 。 な お， 現在， ム ギ ダニ に対 す る 登録薬剤 は PAP

粉剤の みであ る 。
防除は， ム ギ ダニ が土中 に 潜 ん で、い る 日 中 よ り も ， ム

ギ葉上 に は い上がっ、て く る 夕 方や曇天 日 で効果が高 い と

考 え ら れ る 。 コ ム ギ では茎葉 に 被害が認め ら れて か ら の
防 除 で も 減 収 を か な り 抑 え る こ と が で き る (神 田，

1988) 。
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図 - 5 稲わ ら の土壊含有率 と ム ギ ダニ生息密度

調査地 : 埼玉県熊谷市玉井， 調査年 1984 

法方
め る 可能性が高 い と 推察 さ れ る 。

除防VII 

被害 と 発生助長要因
ム ギ ダニ は， 鉄 角 で イ ネ 科植物 な ど の 表面細胞 を 壊

し ， 内容物 を l汲汁す る 。 コ ム ギ では葉がかす り 状 に緑色

を失い， し だ い に 白 っ ぽ く な っ て萎凋す る 。 加害が さ ら

に 進 む と 葉身が枯死 し， 生育が遅延す る 。 被害が著 し い
場合 は株が枯死 し ， 減収 す る (CHADA， 1956 ; 村上 ら ，

1988) 。 さ ら に ， コ ム ギ 園場で被害が著 し い場合 は， 被

害 の 進行 と と も に 植物体の枯死面積が拡大 し た (村上

ら， 1985) 。

図 5 に ， ム ギ ダニ生息密度 と 回場 の 稲 わ ら の 土壊含

有率 と の関係を示す。 こ の 図 を み る と 稲わ ら 鋤 き 込み量

が多 い ほ ど， 生患、密度 は高い傾向が認め ら れた 。 し た が

っ て， 発生の助長要因のーっ と し て稲わ ら の鋤 き 込みが
挙げ ら れ， 稲わ ら 鋤 き 込み量を増や す と ， 生息、密度 を 高

VII 
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表 - 1 ム ギ ダニ に対す る 踏圧 の 防除効果 (1984)

処 理 散布前生息数 補正密度指数

(頭/100 cm') 散布 1 日 後 散布 5 日 後

踏圧 458 . 3  20 . 7  6 . 3  

PAP 粉剤 1 10 目 2 25 . 4  2 . 9  

無散布 146 . 0  100 100 

表 - 2 ム ギ ダニ に対す る 各種薬剤の 防除効果 (1984)

供試薬剤j 散布前生息数 補正密度指数

(頭/100 cm') 散布 1 日 後 散布 5 日 後

イ ソ キ サ チ オ ン粉剤 194 . 3  3 . 8  

ダイ ア ジ ノ ン粉剤 155 . 3  6 . 6  

マ ラ ソ ン粉剤 174 . 4  10 . 1  

EPN 粉剤 192 . 0  。
MEP 粉剤 91 . 8  1 1 . 2  

PAP 粉剤 1 10 . 2  25 . 4  

XMC 粉剤 146 . 9  90 . 3  

無散布 146 . 0  100 
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お わ り に

ム ギ ダニ の発生 は ， ム ギ類 で は 今の と こ ろ ， 大 き な 問

題 と な っ て い な い。 し か し ， 牧草で被害が拡大 し て い る

こ と か ら ， ム ギ類 に お い て も 発生状況 を 把握 し て お く こ

と が必要 と 考 え ら れ る 。 夕刻や曇天 日 な ど で あ れ ばム ギ

ダニ を比較的容易 に 確認す る こ と がで き る の で， 園場観

察 を こ ま め に行い， 早期 に 防除対策 を講ずれば， 被害 を

最小限に抑 さ え る こ と がで き る 。
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植物病理学 の 実験で は病気の生態 を 熟知 し ， 対象 と な る 病気 を 思 う よ う に 発病 さ せ る こ と が

重 要 です。 本書 は 病原菌 の 分離 ・ 培養 ・ 保存 ・ 接種 ・ 発病調査法 お よ び薬剤 の 効果検定法

を ， 第一線で活躍 さ れて い る 方々 に 執筆 し て い た だ い た 実験の手引書です。
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